
 

 

 

 

 

１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

小学４年生から６年生までの子供たちが、自然の中で宿泊や様々な体験を通して心と体の成長を

促すことを目的とし、異年齢の仲間と協力しながら課題に取り組む中で、コミュニケーション力や

他者への思いやりを育むとともに、慣れない環境の中での挑戦を通して自己肯定感や非認知能力を

養う。 

 

２．事業の概要 

（１）期日 

   令和８年８月１６日（日）〜８月１９日（水）３泊４日 

 

（２）参加者 

  ① 募集対象・人数 

全日程に参加できる小学４・５・６年生  

   ② 参加人数 

       １１人 

 

（３）企画・運営のポイント 

① 参加者は最初に竹についての環境学習に臨み、その学びを基に竹林で実際に竹を伐採し、竹 

小屋や竹細工に加工するとともに、昼食時のそうめん流し用にも竹を活用した。自分たちが伐 

採し使用した竹はその後、キャンプファイヤーの燃料として使うといった一連の流れを通して、 

で竹を中心とした環境学習に結び付けることができるように活動プログラムを企画した。 

② 竹についての環境学習では、身近にある竹が生活に便利なものに加工されていると同時に、竹

害が及ぼす自然への影響を知ることができた。 

③ 竹小屋の制作では、事前に試作品を用意しておくことで、参加者が作る際にイメージを持ちや

すくした。 

④ 竹小屋づくりに向けて、職員と法人ボランティアが事前に試作を重ね、小屋の大きさに適した

長さの竹を事前に選定し、竹林内にて参加者が切る竹をマーキングしておくことでスムーズに

竹伐採をすることができた。 

⑤ 活動拠点場所の近くに竹小屋を作ったため、往復の移動に負担が少なかった。 

⑥ 事業期間中、自炊活動の機会は一回だったが、その分竹を使った竹細工や竹小屋づくりに時間

を割くことができ、時間内に全員が竹のランプと竹水鉄砲と竹弓矢を作ることができた。 

⑦ しおりに自分の目標、班の目標を書き、毎日振り返りを行った。また、タブレットを使って振

り返りに取り組んだことで、最終日の保護者への発表はスライドショーを用いて分かりやすく行

うことができた。 

⑧ ネッククーラーや塩分を含んだ飴などの熱中症対策品を配付するとともに、活動中、食後は休

憩の時間を十分に設け、昼間の活動は時間を何度かに分けたり、場所を変更したりするなど、熱

中症の予防に努めた。 

⑨ 参加者に対するボランティアや社会実習生、職員といった大人の目が多かったことで、参加者

が安心して活動に取り組むことができた。 
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３．活動の内容等 

 （１）日程 

 

 

 

（２）活動の状況 
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参加者の作ったスライドショーの一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（３）成果 

① 伐採した竹を使った「竹小屋づくり」をメインの活動とし、準備段階としてロープワークを 

った。学んだことを活用し、全ての班が竹小屋を完成させることができた。 

② 竹小屋を解体した後の竹を活用して、ランプづくりと竹水鉄砲、弓矢の制作を行った。竹を自

分たちで工夫して加工し、作ったランプはキャンプファイヤーの際に輪になるよう並べて置い

た。 

③ 所有している竹林を使用したことで、竹林に行くまでの時間は徒歩１０分程度だった。そのた

め竹の運搬の作業も比較的負担なく行うことができた。 

④ 自炊活動については、４日間を通して３日目の昼食のみ自炊とし、食事の時間については十分

に確保することができた。入浴・振り返りの時間は初めこそ慌ただしかったが、班内で協力し

合い、日を追うごとに流れが整い、スムーズに進行できるようになった。 

⑤ タブレットを使用して、４日間の活動を自分なりにまとめることができ、閉会式前に保護者の

前で発表した。参加者一人ずつが感じたことや考えたことをしっかり発表し、保護者にも成果

として見せることができた。 

⑥ 振り返りについては、しおりに書く時間とタブレットにまとめる時間を分けて行ったことで時

間はかかったが、その分自分の言葉でまとめようとしたり、タブレットの操作スキルの個人差

を参加者同士で教え合ったりしながら取り組むことができた。 

⑦ SNS を活用し、活動の様子を保護者に随時共有することができた。 

⑧ 広島国際大学の社会教育実習生にも協力いただき、より充実した事業となった。 

（４）今後の課題 

① ボランティアの定期試験や就職活動と開催期間が重なっていたため、ボランティアの確保が難    

しかった。地元新聞社による記事掲載に加え、Web ニュース、Instagram での広報、岡山市内の

小学校へのチラシ配布を行った。当初の予定では１８人を参加定員として募集を始めたが、定

員まで参加者が集めることができなかった。次回は実施時期を十分に検討し、参加者やボラン

ティアが参加しやすいように調整していきたい。 

   ② 暑さ対策を十分に行い、実施する内容についても時間に余裕を持たせて取り組んだ。アンケー

ト結果からは、実施内容が少なく少し物足りないという意見があった。実施内容については、

参加者の体力や当日の天候を踏まえて対応する必要があるため、安全面に配慮し、体調を崩す

参加者がいないようさらなる対策を検討していきたい。 

 

担当：企画指導専門職 平井 健 


